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1940 年東京で生まれ高知で育つ。

1963 年京都大学理学部地球物理学科卒業後、京都大学防災研究所助手、助教授

1988 年理学部教授。理学研究科長、副学長を歴任、

2003 年 12 月から 2008 年 9月まで第 24 代京都大学総長を務めた。

2009 年から 2013 年 3 月まで国際高等研究所所長を務めた。

2008 年から 2018 年 3 月まで日本ジオパーク委員会委員長を務めた。

2013 年 4 月から京都造形芸術大学学長に就任。

2018年 4月から静岡県公立大学法人理事長に就任。

主な著書

世界の変動帯（分担）岩波書店、 日本列島の形成（分担）岩波書店、 アジアの変動帯

（分担）海文堂、中国の地震予知 ＮＨＫブックス、 中国の地震・日本の地震 東方

書店、インドネシアの旅－ジャワとバリの火山を訪ねて－ 吉井書店、 地震発生のし

くみと予知 古今書院、日本地震列島 朝日文庫、活動期に入った地震列島 岩波書店

阪神・淡路大震災誌－１９９５年兵庫県南部地震（分担） 朝日新聞社、 俳景－洛中

洛外・地球科学と俳句の風景 宝塚出版、急性心筋梗塞からの生還 宝塚出版、続俳景

－洛中洛外・地球科学と俳句の風景 宝塚出版、図解雑学地震 ナツメ社、句集大地 角

川書店、俳景（三）－洛中洛外・地球科学と俳句の風景 宝塚出版、新版活動期に入っ

た地震列島 岩波科学ライブラリー、変動帯の文化－国立大学法人化の前後に－ 京都

大学学術出版会、 日本のジオパーク－見る・食べる・学ぶ ナカニシヤ出版、日本列

島の巨大地震 岩波科学ライブラリー、四季の地球科学－日本列島の時空を歩く 岩波

新書、天地人－三才の世界 マニュアルハウス、俳景（四）－洛中洛外・地球科学と俳

句の風景 マニュアルハウス、2038 年南海トラフの巨大地震 マニュアルハウス、中

国的地震預報 中国社会出版社、あっ！地球が･･･漫画による宇宙の始まりから近未来

の破局噴火まで マニュアルハウス、句集に、大地（角川書店）、瓢鮎図（角川書店）な

どがある。
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変動する地球の今 ー 日本列島の自然

京都造形芸術大学学長 尾池和夫

南海トラフに起こる次の大規模な地震は、2038 頃と予測されています。南海トラフの

大地震は、近未来に必ず起こる南海地震であり、起こるのは明日ではありません。1995

年の兵庫県南部地震から 20 年。地震活動期の西日本では、まだこれから、いくつかの活

断層で大地震が起こり、活動期のピークに南海地震が起こります。そのことを理解しても

らうために、回りくどいかもしれないですが地球の歴史から始めて、巨大地震の仕組みを

解説したいと思っています。

日本列島は四季の変化に富む変動帯の大地です。プレートが押し合う列島の基本的な自

然は、地震と噴火と津波です。プレート運動で、日本列島と大陸の間には世界でもっとも

若い海底が完成しました。そこに暖流が流れ込み、豪雪地帯をつくっています。

資源、エネルギー、地球環境などを考えるとき、天地人、すなわち三才の世界を理解し

なければなりません。人類との関連で、まず、太陽、地球、月のことを話したいと思って

います。

歳時記に収録された季語は、日本人の財産です。日本列島に季語が生まれた仕組みを考

えます。典型的な活断層盆地である京都盆地には、世界的にも珍しい城壁のない都が生ま

れ、地下水による文化が生み出されました。それを例に、活断層運動でできた盆地や平野

の豊かな自然を享受してきた歴史を語ってみたいと思っています。

季語は、連歌、俳諧、俳句などに、その句の季節を規定する言葉として用いられてきま

した。世界でもっとも短い詩である俳句にとって、季語はたいへん大きな役割を果たしま

す。季語は日本人の宝物です。その季語を生み出したのは、日本列島を囲む海と、日本人

の祖先が住みついた列島の大地です。

季語は、そのような日本列島の空や海や大地の自然を、またそこから得られるさまざま

の産物を、さらにそれをもとにした日本人の生活を、季節感をもとに表す言葉です。季語

は、日本列島の四季の情報をしっかりと蓄えています。そしてその季語を集めた歳時記も

また日本人の宝物なのです。そのような宝物を生み出した日本列島の生い立ちと仕組みを、

地球科学の目で見つめてみたいと思います。

さらに、これから起こるであろう日本列島の地震活動についても、その予測を話しなが

ら、変動帯の列島に暮らすための心構えの基礎としてほしいと思っています。
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１０２

京都新聞

聯
鯨
波

心

前
回
、
２
月
と
３
月
の
入
院
の
こ
と
を

紹
介
し
て

、
さ
ら
に
４
月
の
入
院
の
報
告

を
書
く
ど
孫
一
べ
た
。
い
く
つ
か
の
入
学
式

の
式
辞
や
祝
辞
の
後
、
４

月
Ｕ

は
に
京
都

大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
予
約
入
院
し
、

1
2日
に
心
臓
の
ア
プ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を

受
け
た
。
心
臓
の
２
ヵ
所
を
焼
い
て
終
わ

り
、
1
6日
に
退
院
し
て
す
っ
か
り
元
竟
に

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
つ
ま
り
心
房

細

動
が
ひ
ど
ぐ
て
心
不
全
で
３
月
に
呼
吸
困

難
に
な
っ
た
原
因

が
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ｙ
」
の
治
療
法
の
成
功
率
は
剪

程
度

だ
と
い
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
成
功
の
方
に

入
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
酒
を
ぎ
ん
で
ど

う
な
る
か
は
確
認
し
て
い
な
い
。
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心
臓
の
ア
プ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
新
元
号

そ

の

聞

、

元

号

が

令

和

に

変

わ

っ

た

。

入

院

中

に

こ

の

元

号

の

こ

と

を

い

ろ

い

ろ

調

べ

て

い

た

の

で

、

そ

の

こ

と

を

記

録

し

ｉ
)
ｑ
Ｑ
ｊｊＱ
　
　
　
Ｓｊ
　ｇ
Ｑ
 Ｑ
４

て

お

き

た

い

。
ま

ず

、
張

衡

の

『

諏

田

賦

』

の

こ

と

で

あ

る

。

入

院

中

に

中

国

の

原

人

か

ら

教

え

て

も

ら

っ

た

。

張
衡
は
後
漢
の
政
治
家
、
天
文
学
者
、
　

い

数
学
戦

線

筆

者
ヽ

発
明
家
ヽ
製
図
家

』

な
ど
、
広
い
分
野
で
優
れ
な
７
能
を
発
揮

し
た
人
で
あ
り
、
文
人
と
し
て
も
優
れ
て

い
て
賦
や
絵
画
の
名
品
を
残
し
た
。
私
が

１
９
７
４
年
に
初
め
て
中
国
を
訪
ね
た
と

き
、
北
京
の
県

蒼

勁

館
で
張
衡
の
像
と

彼
の
発
明
に
よ
る
候
風
地
動
儀
（
１
３
２

年
製
作
）
の
模
型
を
見
た
。
張
衡
は
。
世

お
い
け

尾

池

和 字

夫 お

界
最
初
の
水
力
渾
天
儀
（
１
１
７
年
）
、

水
時
計
、
候
風
儀
と
呼
ば
れ
る
風
向
計
な

ど
も
発
明
し
た
が
、
何
と
言
っ
て
も
こ
の

候
風
地
動
儀
、
つ
ま
ぴ
地
震
計
が
興
味
深

い
。
２
μ
以
上
あ
る
背
の
高
い
つ
ぼ
の
形

で
、
微
弱
な
揺
れ
で
中
の
柱
が
倒
れ
る
と

竜
が
口
を
開
け
、
玉
が
下
の
蛙
の
口
に
落

ち
て
カ
ラ
ン
と
大
き
な

曰
を
出
す
。

あ
る
日
、
地
動
儀
の
設
置
場
所
か
ら
み

て
西
北
方
向
の
揺
れ
を
感
知
し
た
。
人
々

は
揺
れ
の
体
感
が
な
か
っ
た
の
で
疑
っ
て

い
た
が
、
数
日
後
、
甘
粛
か
ら
の
使
い
が

来
て
、
地
震
の
発
生
を
報
告
し
、
地
動
儀

の
正
確
さ
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。

文
人
と
し
て
の
張
衡
は
賦
の
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手
で
あ

＋

つ
た
。
そ
の
作
に
｀
の
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に

扁

田
賦
』
が

あ
る
。
ａ

世
紀
、
梁
の
昭
明
太
子
編
騨
の

『
文
選
』
の
巻
十
五
の

『
志
』
の
部
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
帰
田
と
い
う
の
は
、
官

職
を
辞
し
、
郷
里
の
田
園
に
帰

っ
て
農
事

に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
於
是

仲
春
令
月
、
時
和
気
碑

原
曝
鸞
茂
、
百

草
滋
柴
」
と
あ
る
。
そ
こ
に

「
Ｊ

宇
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大

帥
で
あ
っ
た
大
伴
旅
人
も
こ
れ
を
読
ん
で

い
た
と
思
う
。そ
の
大
伴
旅
人
に
よ
る
「
梅

花
の
歌
の
部
」
の
序
文

が
「
令
和
」
の
典

拠
と
さ
れ
た
。

一
方
、』

晨

道
真
は
こ
の
張
衡
の
地
動

議
の
こ
と
を
学
ん
で
い
な

」
と
が
官
吏
の

登
用
試
験
の
解
答
か
弧

わ
か
っ
て
い
る
。

導

証

後
に
、
左
大
臣
藤
原
時
平
の
隣
訴

に
よ

っ
て
大
宰
府
へ
大
宰
員
外
眸
と
し
て

左
遷
さ
れ
、
現
地
で
没
し
た
の
で
あ
る
が
、

道

真
は

牢
參

天

皇
に

重

用

さ

れ
て

、

寛
平

の

治
を
支

え

、
醍

醐
朝

に

は

右
夭

臣
に

登

用

さ

れ
、

そ
の

在

任
中

に

、

「
地

震

」

と

い

う

カ
タ

ロ

グ
を

編

集
し

た

。

彼

の

登
用

試
験

の

瘤
箭

、８

６

９
（
貞

観

‥1
1
1
1

一
）
年
に

三
陸

沿

岸

の
大

津

波

を
起
こ

し

た
貞

観

の
巨

大

地

震

が
あ

っ
た

。
そ
の

前

に

は
富

士
山

の
噴

火

も
あ

り

、
今
の

青
木

ヶ
原
樹

海

の
場

所
が
で

き

た

。

そ
し

て

８

８

７
（
仁

和
３

）
年
に

は
五

畿

七

道

を
揺

る

が

す
南

海
ト

ラ

フ

の
巨

大

地

震

が
起
こ

っ

た

。
南

海
ト

ラ

フ

の
巨

大

地

震

の
歴

史

を

み

る
と

、
仁

和

、

康

和

、
昭

和

な
ど

和

が

つ

く
元

号

の

時
が

多

い

。
次

は
２

０

３

８

年

ご
ろ

と
予

測

さ

れ
て

い

る

か

ら
、

や

は

ひ
東
北
の
巨
大
地
震
の
し
ぱ
ら
く
後
、
令

和
の
時
代
に
も
爾
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震

が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

う
。
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
長
、地
震
学
）

十
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で
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光
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・
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。
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・・マ
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学

長

元

京

昂

（

学

睨

后

は

Ｉ
口

恋

心

加

し

汝

界

ジ

ー

パ

ー

ク

の

咄

が

広

が

っ

た

）

い
Ｉ
秘

明

ｒ

Ｆ
 

Ｑ

Ｇ

Ｏ

ｘ

心

に

な

っ

た

欧

州

や

巾

囚

は

比

倣

的

安

址

Ｌ

九

大

畝

に

位

ご

す

る

ご

）
か

し

Ｈ

木

は

海

洋

プ

レ

ー

ト

が

淀

み
・こ

む

垢

所

に

あ

り

、

地

震

や

火
・
1‐
1店

勤

が

晒

兄

だ

。

「

女

ｔ

．し

た

人

陸

の

文

化

だ

う・
た

ジ

オ
（

Ｉ

タ

に

延

助

幣

の

文

化

を

持

ち

込

ん

だ

’

腱

池

心
・・

長

二

口
‥
£

に

秤

．い

て

ア

ジ

ア

か

ら

ジ
・
才

．パ

ト

ク

ヘ

の
・
圓

叩

を

‥［
泌

ｊ

Ｆ

や

北

滅
・
が

増

え

、

ロ

・．ふ

と

同

じ

・
．
３

に

火

山

噴

火
・
や

地

震

か

多

レ

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

な

ど

に

も

廿

同

ジ

オ

バ

ー

ク

が

艇

生

じ

ぺ

特

に

防

災

の

視

点

を

持

ち

以

ん

だ

功

訥

は

大

き

い

。

Ｈ

衣

で
［

｀
防

に

吋

昨

ｙ

オ

パ

ー

ク

に
・
認

定

さ

れ

た

賠

原

率

鳥

叫
1
9
9
1

年

に

高

外

‐

瓦

雲

仙

．・
に

の

哨

六

や

火

砕

流

で
4
3
人

の

死

者

一

行

力

不

明

寺

を

出

１

な
・
ど

大

穴

な

被

害

を

受

Ｕ

べ

自

味

山

は

箇

年

の

噴

火

で

１

人

の

廻

牲

４

も

山

さ

ず

に

Ｉ

．刀
６

日
本
で
1
0年
、地
域
活
性
化
に
課
題

千
一
六

の

住

民

が

ぶ

難

‐

が

こ

・
廣

に・

鮭

・
つ

れ

ろ

。
1
2

年

に
実

吟

泄

証

市

で

卵

か

れ

た

ジ

オ

パ

ー

ク

ー匯

界

穴

会

の

竹

。一［

に

は

、

口

七

の

活

動

を

Ｉ`

に

防

災

を

理

飢

昇

・
長

岫

が

初

め

て

盛

り

込

ま

ひ

べ

已

防

災

岑

が

多

い

に
］
木

で

は

七

と

‘
了

話

災

へ

・
り

Ｅ

心

が

政

兄

ぶ
・
く

の
・
ジ

ー戸
八

－

ク

は

・
‥［

廿

弧

と

連

携

し

て

学

校

な

ど

に

出

向

ぺ

地

域

の

地

形

や

・
Ｈ

然

な

ど

と

と

も

に

防

災

に

つ

い

て

も

哩

眸

い
・
て

い

る

。

火

山

唱

火

や

地

燃

の

被

害

の

蕗

を

保

存

し

で

い

る

喘

所

も

帛
・

い

。

Ｈ

木

シ

オ

バ

ー

ゲ

。幹

当

流

貞

で

世

外

ジ

オ

パ

ー
・
ク

の
・
冥

査

に

貝

年

か

か

わ

っ・
て

き

た

渡

辺
・
Ｒ

人

南

主

位

南

紀

さ

個

究

一
片

個

究

グ

ル

ー

プ

艮

は

「

幼

災

歌

今

の

視

以

で

日

本

は

世

ぶ

の

モ

デ

ル

と

ｍ

応

れ

て

い

る

に

と

Ｓ

す

Ｉ。

た

だ

地

域

の

肋

性

化

と

い

う

点

で

は

疎

放

も
・
ぶ
・
吋

隠

岐
・
の

よ

ろ
・

に
μ

賢

ノ

ー

パ

ー

ク

に

認

宇

さ

れ

で

海

外

へ

の

ｇ

報

発

信

を

増

や

し

韻

先

客

が

増

え

た

拙

餓

が

あ
・る

Ｉ

む

で

ご

管

Ｅ
隨

も

来

訪

客

か

伸

び

悩

ん

で

い

る

咄

耀

も

あ

う

中

図

の

ジ

測

パ

ー

ク

は

妙

光

に

力

を

八

れ

る

場

所

が

名
・
く

、

人

陥

科

を

以

コ

ふ

貿

い
る

則

光

穿

が
｛

・

凹
－

０

０

力

人

を

超

え

る

励

所

も

や
・
な

く
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吠を で きる だけ変 え な いよ う 立ち 入 り を,廠 Ｌ

く娠'lijさ れ る･二とか 多い 。 一 力の ジオ パ ー ク

な

い

と

い

う

。

Ｕ

木

で

は

名
・ｙ
・・
、の
・

地

域

に

地

域

全

休

を

プ

巳

こ

・

・

ス

ー

る

人

絹

か

足

り

な

い

Ｉ

と

い

ご

坤

弓

・
。旋

廻

ｊ

る

。

地

域

の

活

性

９
．
に

つ

な

が

ら

な

い

・
ベ

ジ

オ

。パ
ー

ク

を

案

内

す

る

が

ｙ
・
’
ド

の

脅

威

や

埓

Ｍ
・
に

閤

す

る

歎

育

の

充

男

と

い

っ

た

ジ

オ

パ

ー

タ

の
・
冠

址

に

か

か

わ

る

休

制

の

蜀

伊

ひ

迦

れ

尽
1

‐
1本

ジ

オ

パ

ー

ク

で

は

い

っ

た

ん

２

ｔ

さ

れ

・・
７ １
疾

琥

県

北

が
1
7
年

に

認

定

を

取

り

前

さ

ひ

ぺ

刄

・
辺

研

冗

ク

ル

ー

ゾ

斑

は

「

罹

済

的

な

メ

リ

ッ

ト

な

し

に

続

け

る

の

け

無

し

い
1
‐
 
‐

と

話

１

。

旧

年

に

世

ぶ

ジ

オ

パ

ー

ク

に

２

定

さ
・
れ

た

９

．リ

慟

・に

は

則

光

卵

と

し

て

が

名

だ

。

し

か

し

フ

ィ

リ

ピ

ー

・
ど

淳

乙

－

卜

に

の

心‐
て

南

の

心

か

・・
り

芦

ぽ

れ

て

口

人

死

為

に

ぶ

っ

か

り

、

い

・
。一一
馬

卜

肪

に

な

っ

た

こ

と

を

知

ら
・
な

い

人

も

い

黄

ジ

オ

パ

Ｅ

ク

認

定

の

た

め

に

地

域

の

政

光

閔

係

者

に

海

か

ら

９

．リ
ネ

比

を

眺

め

て

も
・
ろ

う

と
・
「

こ

ん

な

居

所

が

あ

る

と

は

知

・
り
・
な

か

っ

た

」

と

い

ろ
・
出

剔

出

た

と

い

う

。

厖

池

学

長

は

Ｉ
当

地

の

瓦

が

咄

減

の

・ヱ

タ

宛

つ

け

る

二

と

が

ジ

オ

パ

ー

ク

の

。
番

人

き

な

役

例

だ

」

と

珀

決

し

て

い

尽

は９ 溢二.なから教肯うｕJ光などに4､利､F｣に
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